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緒 言

脊椎動物の下垂体 は脳の腹 位にあ り,細 い下垂体柄

で間脳 と 連絡 し,腺 葉 と神経葉の2部 か ら構成 され

る.前 者 は末端部Parsdistalis,隆 起部Parstuber-

alisお よび中間部Parsintermediaの3部 位か らな

るが,鳥 類で は中間部が欠如 してい る.Rahn(1939)

は鶏の下垂体腺葉末端部が細胞構成の異 なる前部腺体

(cephaliclobe)と 後部腺 体(caudallobe)か らな

ることを報告 し,そ の後Rahnetal.(1941)は18種

類の鳥類の下垂体腺葉について,さ らにWingstrand

(1951)は22種 類 の鳥類でその事実 を確認 した.

Mikami(1958)は 各種の実験条件下 において2部

位 の細胞構成および腺細胞の変化を検 討 し,前 部腺体

か らGTH(生 殖腺刺激ホルモン),TSH(甲 状腺刺激

ホルモン)お よびACTH(副 腎皮質刺激 ホル モン)

が分泌され,後 部腺体か らGH(生 長 ホルモン)お よ

びGTHが 分泌 され ることを 明 らか に した.さ らに

Mikamietal.(1969)は 前部腺体か らLTH(黄 体

刺激 ホルモ ン)が 分泌 され ることを示唆 し,結 局鶏の

下垂体腺葉か らは6種 類の ホルモンが分泌 されるとい

われてい る(GTHに はFSH＝ 卵胞刺激 ホルモンと

LH=黄 体形成 ホルモ ンとの2種 類がある),ま た,

Kleinholzetal.(1939,1940)は 鶏 の 前部腺体 が

MSH(メ ラニン細胞刺激ホルモン)を 多量 に 含有す

ると報告 してお り,松 尾(1954)は 前部腺体にあるV

細胞がこのホルモ ンに関連す るのであろうと推察 して

い ることか ら,こ のホル モンの分 泌も考え られる.

以上 のことか ら鶏 の下垂体腺葉 の細胞構成 とホル モ

ン分泌 との関連を究 明す ることは同腺葉の生理機能 を

考察す るにあたつて 非常に重要 な ことである.電 顕

的にも見上(1969)はwhitecrownedsparrowや

鶏 の下垂体腺葉細胞構造を観察 し,そ の機能的意義に

ついて詳細に報告 してい る.

本研究 は従来か らの光顕的な組織細胞学的研究 を土

台 として顕微分光 測光法 により鶏 の下垂体腺葉 の細胞

構成 と生理機能の関連 を追究す るまつた く新 しい試み

を 目的と した ものである.ま ず,従 来か ら腺細胞 の分

類 によ く使われ る種 々の染色法を使用 して各種腺細胞

の色素親和性 とその吸光特性を追究 し,若 干の知見 を

得たので報告す る.

実 験 材 料 お よ び 方 法

実験材料は福 岡県種鶏場よ り導入 した白色 レグホー

ン種雄鶏35羽 で,飼 養条件 は孵化 直後よ り全期間を

通 じ所定の配合飼料(日 配)を 用 いて 自由採食 と し,



飲 水 も自 山摂 取 と した.140～150日 齢で 断 頭 屠殺 し,

直 ち に材 料 採 取 した.下 垂 体腺 葉 は秤 量 後 直 ち に昇 汞

ホ ル マ リン 液 に入 れ て24時 間 固定,所 定 通 りパ ラ フ

ィ ン包 埋 後3～4μ の連続 切片 を作 製 した.用 いた 染

色 法 は 次の9つ の方 法 で あ る.

1.Goldberg&Chaikofr(1952)のtrichrome

染 色

2.同 法 の 変法(加 藤 ら,1952)

3.Goldberg&Sheveringhausの 染 色:松 尾

(1954)の 論 文 よ り引用

4.松 尾(1954)のtetrachrome染 色

5.PAS染 色(McManus,1946)

6.Gomori(1950)のaldehydefuchsin染 色

7.PAS-methylblue染 色

8.PAS-Heidenhainの 鉄 ヘ マ トキ シ リン染 色

9.PAS一 松 尾 のtetrachrome染 色

顕微 分 光 測 光 法 で は オ リ ン パ ス 顕 微分 光 光 度 計

(TypeA-IV)を 使 用 した.分 光 測 光 は1,000T;'の 強

拡 大(油 浸 系 レン ズ使 用)で 腺 細 胞 を 確 認 し,細 胞 質

に 直径2.5～49μ の ス ポ ッ ト を照 射 して 測定 した.

そ の場 合,細 胞膜 や核 の影 響 を受 けな い よ うに,明 ら

か に細 胞 質 部 と 認 め られ る 場所 のみ を 選 ん で 測 定 し

た.ま た,使 用 した 色 素 の 吸光 特 性 を 知 るた め,あ ら

か じめ0.01～0.001%単 独溶 液 を作 り,同 装 置 内蔵 の

マ クロ測 定 装 置 を使 用 して 吸収 曲線 を 求 め た.

組 織 細 胞 学 的 観 察

鶏 の下垂体 腺 葉 は前 部 腺 体,後 部 腺 体 お よ び隆 起 部

の3部 位 に分 け られ(Fig.1),細 胞構 成 もそれ ぞ れ

異 な るが,本 研 究 で は前 二 者 の細 胞 構 成 に つ いて 観 察

を行 なつ た.一 般 に 下 垂 体腺 細 胞 の 細 胞型 の 表 現 は

Fig. 1. Diagram of median section of the 
hypophysis in the domestic fowl.  1  : Cephalic 

lobe, 2: Caudal lobe, 3: Pars tuberalis, 4: 
Optic chiasma, 5: Median eminence, 6: 
Third ventricle.

vanOardt(1965)の 各細 胞の生理機能(ホ ルモ ン分

泌)に 即 した命名法が適 切であるといわれるが,鶏 の

下垂体腺葉で直ちにそれを適用す るにはまだ不明確な

点が多 く,本 研究では腺細胞の色素嗜好性 により分類

したMatsuoetal.(1969)の 命名法を使用 した.

酸好性細胞

酸好性細胞 は後部腺体に観察 され るが,ま れに前部

腺体に も混在す ることがある.Goldberg&Chaikoff

のtrichrome染 色 や松尾のtetrachrome染 色で黄赤

色～紫赤色 を呈す るもので,細 胞の形態 は多 くは大形

卵円形 で毛細血管 に接 して み られ る.松 尾 のtetra-

chrome染 色ではorangeGに 対す る組和性 が 強 く

黄橙色を県する細胞(orangeacidaphils)と,acid

fuchsinを 取 つて紫赤色に染まる細胞(redacido-

phils)を 区別す ることができた.

Orangeacidophilsは 後部腺体 のさらに後位 に多 く

みられ,卵 円～多角形 の細胞で細胞質 内にはorange

G好 染の粗大顆粒 を均一 に 含有 してい る.核 は大 き

く円形～卵 円形で,核 小休 も明瞭で大 きい.核 小体は

しば しばacidfuchsinに 濃染す る.Heidenhain

の鉄 ヘマ トキシ リン染色 ではorangeG好 染の粗大

顆粒が黒仏 に染色 され,他 の塩基好性細胞などか ら明

瞭に識別 され る,PAS染 色にはほとんど反応 しない。

Redacidaphilsは 後部腺体の前位(下 垂体腺葉全

体では中央寄 り)に 多 く観察 され,細 胞質顆粒 がacid

f'uchsin好 染で 紫赤色を 呈す る.細 胞 の 大 きさは

orangeacidophilsと ほぼ同 じであるが,多 角形～

円柱状の細胞が多い.Heidenhainの 鉄ヘマ トキシ リ

ン染色ではorangeacidophilsと 同様 に黒色に染色

され,両 者 を区別す ることは困難である.PAS染 色

にはほ とんど反応 しない.

塩基好 性細胞

塩基好性細胞はanilineblue,methylblueお よ

びmethylgreenに 強い親和性 を示す.本 細胞は下

垂体腺葉全体 に亘 り観 察され,通 常卵 円～多角形の大

きな細胞で細胞膜 が明瞭であ る.核 は大 き くて細胞の

周辺 部に位 置す ることが多 く,1～2個 の明瞭な核小

体を有す る.上 記の塩基性色 素で染色す ると細胞質 瓢

粒が微細で淡 く染 まる細胞(lightbasaphils)と,同

顆粒が粗 大で濃 く染まる細胞(deepbasophils)が 区

別 され,こ れ らはPAS染色 を組 み合わせ ることによ

りさ らに明瞭に識別す ることができる.し か し,塩 基

好性細胞 の中にはPAS染 色に反応 しない ものもみ ら

れ,PAS染 色 のみで塩基好性細胞を識別 することは

困難で ある.Heidenhainの 鉄 ヘマ トキシ リン染色に



は反応 しない.

両好性細胞

両好性細胞は前部腺休にのみみ られる.従 来,こ の

細胞 は酸好性系細胞(acidophil量ccells)と いわれる

が,松 尾 のtetrachrome染 色ではacidfuchsinと

methylgreenを 同時に とつて 紫色 に染色 され る.

細胞は一般 に小 さく,形 は種 々で卵円～多角形 または

円柱 状を呈す る.Heidenhainの 鉄ヘマ トキシ リン染

色 では黒色 に染 まり,酸 好性系細胞であ ることを示す

のであ るが,PAS染 色に も弱い陽性反応 を示 し,さ ら

にmethylblue,acidvioletに も 染色 され る.

Gomoriのaldehydefuchsin染 色 にも陽性 を示す.

色素嫌性細胞

この細 胞は下垂体 腺葉全体に亘つて観察 され,細 胞

質の少ない小形の細胞である.毛 細血管に接 すること

は比較的少な く,細 胞索の 中央に 位 置す ること が多

い.核 は小 さいが明 るく,明 瞭 な核小体を有 する.細

胞質顆粒 は少 な く色素をほ とんど取 らない.こ の細胞

は古 くか ら未分化の細胞であ ると考え られてお り,上

記各種腺細胞への移行型 と思 われ る細胞 も多 く観察 さ

れ た,

下垂体小胞 その他

各種腺細胞は不規期な索状にな らぶ細胞索 を作 り,

その間 には緻密 に交錯す る洞様毛細血管が存在 してい

る.こ のような腺細胞群に囲まれて しば しばcallaid

を含む小胞が観 察された.小 胞は後部腺体にあるもの

が特に大 き く,内 包す るcolloidはmethylgreen

に濃染 し,PAS染 色 にも強い陽性 反応を示す.小 胞上

皮細胞 は繊毛を有する単層円柱.上皮で,塩 基性色素 に

好染する.

下垂体腺葉 内にはこの他 に しば しば リンパ組織が観

察 される.本 研究でも35例 中7例 で同組織を観察 し

た.

顕 微 分 光 測 光 法 に よ る 測 定 結 果

まず最 初に本研究で使用 した色素について それぞれ

単独溶液を作 り吸収曲線を求 めた結果,Fig.2に 示 す

ような吸収 スペ ク トルを得た.す なわ ち,orangeG

は480mμ 付近 に 最大吸収 が み られ,以 下acid

fuchsinは543mμ,basicfuchsinは560mμ,aniline

blueは605mμ,methylgreenは634mμ,methyl

blueは645mμ 付近でそれぞれ最大吸収がみ られた.

また,nnethylgreenは410～415mμ で極大吸収が

み られ,特 異 的な吸収曲線が得 られた.次 に染色識別

された細胞について被染色物質(細 胞質顆粒)の 吸収

曲線を求めた結果,Fig.3か らFig.11に 示すような

Fig. 2. Absorption spectra of several stains 
used in this study.  1  : Orange G, 2 : Acid 
fuchsin, 3: Basic fuchsin, 4: Aniline blue, 
5: Methyl green, 6: Methyl blue.

Fig. 3. Absorption spectra in various cell 
types stained with Goldberg & Chaikoff 
trichrome method. 1, 1' : Acidophils, 2 : 
Amphophil, 3: Basophil, 4: Chromophobe.



吸収 特 性 が 得 られ た.

Goldberg&Chaikoffのtriohrome染 色(Fig.3)

この染 色 法 に はorangeG,acidfuchsinお よ び

anilineblueの3種 類 の 色 素 を使 用 した.本 法 で識

別 した各 腺 細 胞 の 吸光 特 性 か ら基本 的 に酸 好 性 細 胞 と

塩 基 好性 細胞 を区 別 す る ことは で き るに して も,酸 好

性 細 胞 を細 か くorangeacidophilsとredacidophils

に識 別 す る こ とは 不可 能 で あ る.さ らに両 好 性 細 胞 で

はanilineblueに 対 す る親 和 性 が 比 較 的弱 いの に対

し,acidfuchsinの 吸光 特性 が強 く現 わ れ て い るた

め,酸 好 性 細 胞 か ら区 別 す る こと は困 難 で あ る.塩 基

好 性 細 胞 はanilineblueの 吸光 特 性 を有 し,他 の酸

好性 細 胞 か らは識 別 され るが,細 か く2種 類 の塩 基 好

性 細胞 に区 別 す る こ とはで きな か つ た.

Goldberg&Chaikoffのtrichrome染 色 の変 法

(Fig.4)

Goldberg&Chaikoffのtrichrome染 色 で は

orangeGとacidfuchsinの 混 合 液 を作 り,両 色 素

を 同 時 に作 用 させ た が,こ の 加 藤 ら(1952)に よ る変

法 はorangeG染 色 とacidfuchsin染 色 を 別 々に

行 な う改 良 法 で あ る.そ の た め,顕 微 分 光 測 光 法 的 に

は酸 好 性 細 胞 と両 好 性 細 胞 を 識別 す る こ とがで きた.

す なわ ち,両 細 胞 と も最 大吸 収 は543mμ で み られ た

が,酸 好 性 細胞 は480mμ に,両 好 性細 胞 は605mμ

に そ れ ぞれ 極 大 吸 収 が 出現 した,こ れ は両 好 性 細 胞 で

acidfuchsinに 対 す る親 和 性 が や や 低 くな り,相 対

的 にanilineb豆ueの 影 響 が 大 き く現 われ た 結 果 で あ

ろ う.し か し,酸 好性 細 胞 を さ らに細 か く2種 類 に分

け る ことは で き なか つ た.塩 基 好 性 細 胞 はaniline

blueの 吸光 特 性 を 示 し,基 本 的 に 酸好 性 細 胞 や両 好

性 細 胞 と区 別 す る こ とはで きた が,さ らに細 か く2種

類 に分 け る こ とは で き なか つ た,

Goldberg&She▼eringhausの 染 色(Fig・5)

この方 法 は 先 の 染色 法 の 中でanilineblueの 代 り

にmethy正greenとacidvioletの 混 合液 を使 用 し

た もの で,そ れ に よ り塩基 好 性 細 胞 と両 好性 細 胞 の最

大 吸収 が634mμ 付 近 で み られ た.両 好 性細 胞 の細 胞

質顆粒 はmethylgreenに 対 して 強 い 親和 性 を有 す

るも の と 思 われ,求 め た 吸収 曲線 で は543mμ で の

acidfuchsinに よ る吸 光 度 よ りさ らに強 い 吸光 度 が

得 られ た.酸 好性 細 胞 は543mμ 付 近 で最 大 吸 収 が み

られ,Goldberg&Chaikofrのtrichrome染 色 の

場 合 と 同様 に細 か く2種 類 に分 け る こと はで きな か つ

た,

松 尾 のtetrachrame染 色(Fig・6)

この方 法 はorangeG染 色 液,acidfuchsin染 色

Fig. 4. Absorption spectra in various cell 
types stained with modified Goldberg & 
Chaikoff trichrome method. 1,  1'  : Acido-

phils, 2: Amphophil, 3: Basophil, 4: Chro-
mophobe.

Fig. 5. Absorption spectra in various cell 
types stained with Goldberg & Sheveringhaus 
method. 1, 1' : Acidophils, 2 : Amphophil, 

3: Basophil, 4: Chromophobe.



液およびmethylgreenとacidvioletの 混合液 に

入れるそれぞれの染色時間を改良 したもので,そ れ に

よ り顕微分光測光法的には各種腺細胞 の識別が可能 に

な る.

Orangeacidophilsとredacidophilsは ともに

543mμ 付近で最大吸収がみ られたが,同 時に480mμ

付近 で極大吸収が認 め られ,orangeacidophilsで と

くにそれが強 く現 われたので容易に両者を区別するこ

とがで きた.

両好性細胞,Iightbasophilsお よびdeepbasophils

はすべて634mμ 付近 に最大吸収,415mu付 近に極大

吸収が認め られたが,そ の他にdeepbasophilsと 両

好性細胞では543mμ 付近で,さ らに両好性細胞で は

480mμ 付近で極 大吸収 が認 あられ,そ れぞれの腺細

胞を識別す ることがで きた.

このよ うに本染色法で各種腺細胞 の識別が容易 にな

つたのはそれ ぞれの染色 液での染色時間を改良 したた

め得 られた結果であろ う.

PAS染 色(Fig.7)

この染色で陽性反応 を示す腺細胞は塩基好性細胞 と

両好性 細胞で ある.し か し,そ れ らの細胞群がすべて

陽性を示 すとはかぎ らず,PAS染 色 に全 く反応 しな

い細胞 もある.こ の染色性 の違 いは個 々の細胞の生理

状態 によ り異 なるもの と思 われ る.こ れ らの細胞の他

に下垂体腺葉 の 基材である 被膜の 結合組織や 小胞内

colloidもPAS陽 性反応を示す.PAS陽 性反応 を

示す物質 の吸収曲線は560mμ に最大吸収がみ られ,と

くに小胞 内colloidの それ は典型的なbasicfuchsin

の吸収曲線 の様相を示 した。 これは同colloidが 小胞

内で比較 的均一な分布 を示す物質であることによ ると

思われる.

Gomoriのaldehydefuchsin染 色(Fig.8)

この方法で染色識別 され る腺細胞は両好性細胞であ

るが,そ の他 に一部 の小胞 内colloidと 結合組織が弱

い陽性反応を示す.こ の染色液にはbasicfuchsinを

含んで いるが,PAS染 色におけるbasicfuchsinの

吸光特性 とは違つてこの染色による被染色物質の吸収

曲線で は最大吸収が540mμ 付近に移行 し,特 異的に

変化 して いる.

PAS-methylblue染 色(Fig.9)

この染色によ り塩基好性細胞 と両好性細胞が陽性反

応 を示すが,酸 好性細胞 は染 まらない.各 細胞の吸収

曲線を求め ると,deepbasophilsは560mμ に最大吸

収,645mμ に極大吸収がみ られ たが,lightbasophils

と両好性細胞では逆 に645mμ に最大吸収,560mμ に

Fig. 6 Absorption spectra in various cell 
types stained with Matsuo tetrachrome 
method.  1  : Orange acidophil, 2 : Red acido-

phil, 3 : Amphophil, 4: Light basophil, 5: 
Deep basophil, 6: Chromophobe.

Fig. 7. Absorption spectra of basophils 
and the colloid in the caudal lobe reacted 
to PAS stain. 1, 1' : Basophils, 2 : Colloid.



Fig. 8. Absorption spectra of the ampho-

phil and the colloid in the cephalic lobe 
reacted to Gomori aldehyde fuchsin stain.  

1  : Amphophil, 2: Colloid.

Fig. 9. Absorption spectra in various cell 
types stained with PAS-methyl blue method. 
1 : Acidophil, 2 : Amphophil, 3 : Light baso-

phil, 4: Deep basophil, 5: Chromophobe.

極大吸収がみ られた.こ れはPAS染 色 に対 する反応

がdeepbasophilsで 他の2細 胞よ り強い ことを示唆

す る.Lightbasophilsと 両好性細胞はその吸光特性

か ら両者 を区別す ることが困難である.

PAS-Heicienhainの 鉄ヘマ トキシ リン染色(Fig,

10)

この染色を行な うと酸好性細胞 と両好性細胞がヘマ

トキシ リン色素を取 つて黒色に染色 され,一 部の塩基

好性 細胞がPAS染 色 で赤紫色に染め分 けられ る.顕

微分光 測光法的 にみ ると,ヘ マ トキシ リンに染まつた

細胞質頬粒は可視部波長全域に吸光性 を示 し,そ の特

徴をみつけることが困難であ る。 しか し,両 好性 細胞

はPAS染 色 にも陽性 を示すので,560mμ 付近に最

大吸収がみ られ,わ ずか に酸好性細胞 と区別す ること

ができた.一 部の塩基好性細胞はPAS染 色の場合 と

同様に560mμ 付近で最 大吸収を示 した.

PAS一 松尾のtetrachrome染 色(Fig.11)

組織細胞学的観察でこの染色によ り酸好性細胞 と塩

基好性細胞を各 々さらに細か く2種 類に分別 したが,

顕微分光 測光法的に も各種腺細胞の識別 が容易であつ

た.す なわち,前 部腺体では4型,後 部腺体では5型

の腺細胞を識別す ることができた.

後部腺体酸好性細胞の吸収 曲線を求めると,い ずれ

も543mμ に最 大吸収が認め られ るが,orangeacido-

philsで480mμ 付近に極大吸収がみ られることか ら

redacidophilsと 区別す ることがで きる.

前 部腺体両好性細胞は560mμ 付近に最大吸収がみ

られ,634mμ41Smu付 近にそれぞれ極 大吸収が認め

られた.

下垂体腺葉全域 に分布する塩基好性細胞はすべて同

じような吸光特性を示 した.す なわち,634mμ 付近 に

最大吸収がみ られ,41Smμ 付近 に 極大吸収 が み られ

る,い わゆ るmethylgreenの 吸光特性をそのまま

示 した.し か し,deepbasophilsで は560mμ 付近

で さらに 極大吸収が現 われ るので,lightbasophils

と区別す ることが可能であつた.

色素嫌性細胞 はわずかにmethylgreenを 摂取 し

て いるもの と思 われ,634mμ,415mμ 付 近でわずか に

吸光性を示 したが,全 体 として吸光度が低いので他の

腺細胞 と識別することができる.

考 察

下垂体 は脊椎動物 の体 の内分泌協関の中で も中心的

役割を演 じてお り,ホ ル モン分泌細胞 の生理機能を論

ず るにはまず下垂体組織 の発生起原か ら考察する必要



Fig. 10. Absorption spectra in various cell 
types stained with PAS-Heidenhain iron 
hematoxylin method.  1  : Acidophil, 2: 

Amphophil, 3: Light basophil, 4: Deep 
basophil, 5: Chromophobe.

Fig. 11. Absorption spectra in various cell 
types stained with PAS-Matsuo tetrachrome 
method. 1 : Orange acidophil, 2 : Red acido-

phil, 3 : Amphophil, 4: Light basophil, 5: 
Deep basophil, 6: Chromophobe

がある.一 般に脊椎動物の下垂体 は腺葉 と神経葉か ら

な る.腺 葉は 口腔粘膜上皮か ら分化独立(口 腔外胚葉

起原)し た腺体であるが,神 経葉 は間脳壁が突 出 して

できた漏斗突起(神 経外胚葉起原)で,両 者はまつた

く性格 を異 にしている.ま た,鳥 類 の下垂体腺葉が前

部腺体 と後部腺体に分別 され るのは哺乳類ではみ られ

ないことで,鳥 類 の下垂体腺葉の研究を推 し進 あるた

めには,ま ず脊椎動物全般に亘 る系統発生学的関連を

問題 に しなければな らない.

Wingstrand(1951)は哺 乳類 の下垂体腺葉 全体が

鳥類の後部腺体に相当す るとい う見解を報告 した.ま

た,Dawson(1937),Hanstr6m(1950)は 哺乳類 の

下垂体腺葉前下部にZonatuberalisと い う特別の部

位があることを報告 し,wilson(1952)は 鶏の前部腺

体が この部位 に一致すると した.現 在 では鶏の後部腺

体はほぼ哺乳類 の 下垂体腺葉 と一致 するといわれる

が,前 部腺体が哺乳類を含む他の脊椎動物の下垂体腺

葉の どの部位 に相当す るのか ということは,非 常に興

味 ある問題 で,今 後 さらに比較形態学的,生 理学的に

追究す る必要が あろう.

従来,内 分 泌腺の研究は1つ の細胞か ら1種 類のホ

ルモンが分泌され るとい う基本概念を もつて行われて

いる.こ の考え 方 には まだ 多 くの 問題 が残つてい る

が,鶏 の下垂体腺葉の細胞学 的研究 もこの概念を基盤

と して進め られて きた.Romeis(1940)を は じめ と

す る多 くの研究者 は哺乳類 の下垂体腺葉の細胞型を詳

しく分類 したが,鳥 類では哺乳類の それに比較す ると

細か い分類 は不可能で,未 解決 の問題が多い.

鶏 の下垂体腺葉 の前部腺体と後部腺体は光学顕微鏡

下で容易 に識別することができる.す なわち,後 部腺

体 にはorangeG,acidfuchsinで 染 まる酸好性細

胞(orangeacidophilsとredacidophils)の 存在

によ り特徴づけ られ るが,前 部腺体 には これ らの酸好

性細胞 は存在せず,そ の代 りに酸,塩 基両色素 に染 ま

る両好性細胞が観察 され ることで特徴づ けられる.

酸好性細胞

後 部腺体の酸好性細胞 は哺乳類で見 られ る通常の酸

好性 細胞 に相 当す るもので ある.哺 乳類では さらに α

細胞 とε細胞 に分類 されたが(Goldberg&Chaikoff,

1952;山 岡,1954),鶏 では1種 類の酸好性細胞 しか識

別 されていなかつた.そ れ はdeepstainingacido-

phils(Rahn,1939;Rahnetal.,1941)ま たはAl

cells(Payne,1946;Wingstrand,1951)と いわれ

た細胞であ る.Matsuoetal.(1969)はwhite

crownedsparrowで 後部腺体 の 酸好性細胞を細か



くorangeacidophils,redacidophilsお よびsma11

acidophilsの3種 類 に分類 した.本 研究でも鶏の後

部腺体で前2者 を観察識別する ことができたが,small

acidophilsは 観察す ることがで きなかつた.こ の2

種類 の酸好性細胞は色素親和性 の点か ら分類 したもの

で,顕 微分光測光法 的にも明瞭に識別す ることがで き

た,こ れは光学顕微鏡下で肉眼的 に識別され た細胞型

が吸光特性 とい う物理的面か ら客観的に証 明された こ

とにな る.し か しなが ら,こ れ らの細胞 型とそれぞれ

の生理機能 との関連 についてはまだ不明の点が多い.

後部腺体の酸好性細胞か らGHが 分泌され ることは

Payne(1949)を はじめ とす るこれ までの多 くの研究

によ り明 らかにされてい るが,そ れが2種 類の酸好性

細胞 のどの細胞 か ら分泌 されるのか,そ れ ともただ単

に同一細胞の機能相の違いにもとつ く染色性の違いな

のか現時点では判断す ることがで きない.

後部腺体の2種 類の酸好性細胞 と前 部腺体 の 両好

性細胞はHeidenhainの 鉄 ヘマ トキシ リン染色で黒

色 に染 まり,塩 基好性 細胞 など他の腺細胞か ら鮮明に

識別 される.し か し,こ れ らの細胞の吸光特性を顕微

分光測光法的に しらべ ると,可 視部波長全域で吸光性

を示 し,特 徴のない 吸収曲線を 有 することが わかつ

た.こ れはヘマ トキシ リン色素が南米産 の樹液か ら抽

出精製 された 天然色素であ り(Lillie,1969),化 学

的 にも複雑 な構造を示 すことか ら当然の結果 ともいえ

る.こ れまで,ヘ マ トキシ リンは細胞学的に核質 や細

胞質顆粒 の染色 によ く使用 されていたが,そ の染色法

を そのまま顕微分光測光法 に使用す ることは困難 であ

ろう.

両好性細胞

前部腺体 に 分布 する 両好性細胞 に つ い て,松 尾

(1954)は この腺細胞が酸好性系細胞で あることは認

めた ものの,自 ら考案 したtetrachrome染 色によ り

紫色に染 まることか らV細 胞 と呼び他の腺細胞か ら区

別 した.こ の腺細胞はlightstainingacidophils

(Rahn,1939;Rahnetal.,1941,AZcells(Payne,

1943;Wingstrand,1951)に 該当す るもので,生 理

学 的にはACTH分 泌(Mikami,1958)ま たはMSH

分 泌(松 尾,1954)の 可能性が報告 されてい る,

この腺細胞が酸,塩 基の両色素に染 まるいわゆる両

好性細胞で あることは,顕 微分光測光法的に明 らか に

証 明され る.松 尾 のtetrachrome染 色を施 した後,

この細胞の吸収 曲線を求め ると634mμ に最大吸収が

認 め られ,543mμ に著明な極 大吸収が出現 した.こ

れはmethylgreenとacidfuchsinに 対す る色素親

和性が強 いことを意味するものである,た だ し,PAS

染色を併 用す るとbasicfuchsinの 影響が強 く現わ

れ,acidfuchsinに 対す る色素親和性 の影響がその

中に包含 されて しま う.

塩基好性細胞

鶏の下垂体腺葉内塩基好性細胞は腺体全域 に広 く分

布 し,生 理学的にはGTH(FSHとLH)お よびTSH

を分泌す るもの と考え られてい る.Mikami(1958)

は正常鶏の下垂体腺葉で後 部腺体の塩基好性細胞が前

部腺体のそれよ り一般 に大形であ るが,そ の染色性に

は相違が認 め られない ことを報告 した.し か し,彼 は

甲状腺除去す ることにより前部腺休 が著明に肥大 し,

この部位 に限局 して液胞化 した大形 の塩墓好性細胞が

出現す ることか ら,Payne(1944)に な らつて この細

胞を甲状腺除去細 胞(thyroidectomycel1)で ある

と判定 した.TSH分 泌細胞が前 部腺体に局在 するこ

とには異論 もあ るが(Yasuda,1953;Tixier-Vidal

etal.,1969),岡 本 ら(1974)も 甲状腺除去鶏 で前部

腺体 に 甲状腺除去細胞が出現 す ることを 確認 してお

り,現 在ではTSH分 泌細胞 の前部腺体局 在説 が有 力

である.

哺乳類の下垂体腺葉 ではaldehydefuchsias染 色

によ りTSHを 分 泌す る塩基好性細胞が特異的に染色

識別 され(Halmi,1952;椎 野,1962),β 細胞 と して

他 の塩基好性細胞(δ 細胞)か ら区別 されているが,

鶏 の下垂体腺葉 内塩基好性細胞はこの染色法に反応せ

ず,こ の方法でTSH分 泌細胞 を 識別す ることはで

きない.本 研究 ではむ しろ両 好性細胞 がaldehyde

fuchsinに 陽性反応を示すので,III!1乳類 と鳥類 におけ

るTSH(前 躯物質)の 色素に対する 反応機構 は異 な

るものと思 われる.

Matsuoetal.(1969)はwhitecrownedsparrow

の下垂体腺葉全域で塩基好性細胞をlightbasophils

とdeepbasophilsに 区別 し,そ れ らが年間の生殖

週期や光刺激などにより量的に変動す ることを明 らか

に した.本 研究で も鶏 の 下垂体腺葉 で 同様 にlight

basophilsとdeepbasophilsを 識別す ることがで

きた.し か し,Matsuoetal.(1969)は これ らが生理

的に同 じホルモ ンを分泌す る細胞で,機 能相により染

色性を異にするものであろ うと報告 している.Light

basophilsとdeepbasophilsは 前述 の酸好性細胞の

場合 と同 じよ うに細胞質顆粒 の色素親和性 を基準 にし

て区別 した もので,松 尾のtetrachrome染 色 にPAS

染色を組み合わせ ることによ り一層鮮明に識別す るこ

とがで きた.



顕微分光測光法的にも両者は明 らか に区別され,と

くにdeepbasophilsの 粗大 な 細胞質顆粒 が 強い

PAS陽 性であることか ら特異 的な吸収曲線 を示 し,

よ り一層両者を区別す ることが可能であ る.

Purvesetal.(1951)は 哺乳類の下垂体で,見 上

(1955)は 鶏の下垂体で それぞれ塩基好性細胞がPAS

陽性で あることを報告 した.高 原 ら(1964)はPAS

陽性反応を示す細胞質顆粒 の吸収 曲線を顕微分光 測光

法的 に求め ると,560mμ 付近に最 大吸収が認め られ,

反応物質 と吸光度 との間 に定量的な比例関係,い わゆ

るLambert-Beerの 法則が成立することをすでに明

らかに してい る.Sallyetal.(1962)はinvitroで

下垂体 ホルモン(FSH,LH,TSH,ACTH)のSchiff

試薬 に対す る反応性 を しらべ,ヒ トの下垂体組織 内に

含 まれ る同物質 の定量が可能であることを報告 した.

本研究では塩基好性細胞,両 好性細胞の細胞質顆粒 お

よび小胞内colloidがPAS陽 性で あり,顕 微分光測

光法的 にも典 型的なbasicfuchsinの 吸光特性が得

られ たので,今 後 さ らにこれ らの定量的研究を進 める

予定であ る.

要 約

白色 レグホーン種雄鶏35羽 の下垂体腺葉で細胞学的

に分類 した各種細胞型 とその細 胞の色素親和性につい

て顕微分光測光法 的に研究 し,次のような結果を得た。

1.鶏 の下垂体腺葉 内腺細胞は細胞学的に酸好性細

胞,塩 基好性細胞,両 好性細胞および色素嫌性細胞

の4基 本型に 分類 することができた.塩 基好性細胞

(1ightbasophilsとdeepbasophifsに 分 け られ る)

と色 素嫌性 細胞は腺体全域 に分布するが,酸 好性細胞

(orangeacidophilsとredacidophilsに 分 け られ

る)は 後部腺体に,両 好性細胞は前 部腺体に限局 して

観察 された.

2.酸 好性細胞はorangeGやacidfuchsinな

どの酸性色素に好染 し,顕 微分光測光法 によ りそれ ら

の細 胞の吸収曲線を求 めると,543mμ,480mμ に特

異 吸収が み られ,2種 類の細胞型を分類す ることがで

きた.

3.塩 基好性細胞はmethylgreenやmethylblue

な どの塩基性色素に好染す る.さ らに松尾のtetra-

chrome染 色 にPAS染 色を組み合 わせ ることによつ

てlightbasophilsとdeepbasophilsの2種 類 の

細 胞型を明瞭 に識別することができた.顕 微分光 測光

法的にも本染色法によ り前者は634mμ に,後 者は560

mμ と634mμ にそれぞれ吸光特性を示す ことで明瞭

に識別できた.

4.両 好性細胞 は松尾のtetrachrome染 色 により

紫色 に染色 されるが,こ れは顕微分光測光法的 にみ る

と酸性色素 と塩基性色素を同時 に取つていることを証

明 した.本 細胞 の吸収曲線を求 めると,634mμ,543

mμ,480mμ および415mμ の各波長域で特異吸収が

み られた.

5.顕 微 分光測光法は鶏の下垂体腺葉細胞 の分別に

有効 な方法であ り,本 研究で使用 した9種 類の染色法

の中でPAS一 松尾 のtetrachrome染 色を用いること

が最適であつた.
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                                  Summary 

   The 35 adenohypophyses of the White Leghorn cocks were prepared for this study. 

Relationship between the cell types and the affinity of dyes was investigated with 
microspectrophotometrical method. Results obtained in this study are as follows : 

   1. Basic four cell types, acidophils, basophils, amphophils and chromophobes, have 
been distinguished in the pars distalis of the domestic fowl by cytological observation. 

Basophils of the two types, light and deep, and chromophobes are similarly distributed 

in both the cephalic and the caudal lobe. Amphophils are confined in the cephalic lobe 
and two types of acidophils, orange and red, are found only in the caudal lobe. 

      Acidophils are well stained by acid dyes, such as orange G or acid fuchsin. 
By microspectrophotometry, they are subdivided into two types. The absorption maximum 

of the cytoplasmic granules stained with those dyes has been observed at the wave 
length of 480m,a in one group of acidophils, whereas in the other group has been



observed at  543mƒÊ. 

   3. Basophils are well stained by basic dyes, such as methyl green or methyl blue. 

Two types of basophils, light and deep, can be distinguished obviously with PAS-Matsuo 

tetrachrome stain. Cytoplasmic granules of the light basophils show the absorption 

maximum at the wave length of 634mƒÊ, but the granules of the deep basophils show 

a peak at the wave length of 560m,a followed by the maximum absorption at 634mƒÊ. 

   4. Amphophils are violet or purple in color with the Matsuo-tetrachrome stain. 

Absorption spectra of the cytoplasmic granules in these cells show that these cells are 

well stained by acid and basic dyes simultaneously. Three peaks of absorption were 

recognized at the wave length of 543mƒÊ, 480mƒÊ and 415m,a followed by the maximum 

absorption at 634mp. 

   5. It was shown that the microspectrophotometrical observations provided more 

detailed informations in the discrimination of adenohypophyseal cell types than usual 

histological methods. PAS-Matsuo tetrachrome staining was the most suitable among 

nine staining techniques used in the present study.


